An interpretation of “Mizukagami” of the Empress Kogyoku （２） by 勝倉 壽一
〔要旨〕　
平安末期から南北朝期に成立した歴史物語四鏡（大鏡、今鏡、水鏡、






































































































略』 （以下、 『紀略』 ）では②を除く七つの事例が挙げられており、 『略記』には①⑦⑧の事例が採られている。 『水鏡』も『略記』と同じである。その他の史料 見ると 『帝王編年記』巻第八には⑦⑧の事例が採られ、 『愚管抄』は⑦、 『神皇正統記』は⑧の事例を挙げている。入鹿が軍勢を発して山背大兄王とその一族を殺戮した上宮王家滅亡 件と、蝦夷・入鹿父子の天皇位に対する僭上・傲慢行為に焦点が当てられていくことがわかる。　
しかし、蝦夷・入鹿の専横を批判する具体的な表現を見ると、 『書















































































































































































































レ誅自殺」など「誅」の字を用いて蘇我氏の専横を断罪する。これに対して、 『水鏡』の作者がそれらの断罪の語彙は周到に避けて取り用いず、 「つゐにいるかがくびをきりて」 「みづからいのちをほろぼして」と記して、あくまで対立する二大勢力間 苛烈な権力闘争であるとの解釈を鮮明にして ことは、 『水鏡』作者の歴史認識の所在を示すものと 確認してお なければならないであろう。　群臣・衆人の支持を失った者は亡ぶしかないのであり、罪のない














































































































極紀を執筆するにあたり、その治世に起きた奇談として『霊異記』からこの説話を加え のであろう。しかし、蘇我本宗家の滅亡に至る乙巳の変 記述とこの説話の間には 孝徳天皇の即位 至る経緯、釈迦入滅から一五九一年にあたるこ 、皇極天皇の婚姻 ことの記事が挟まれており、皇極天皇の治世の政 の動きと殊更 結びつける意図は認められない。　
これに対して、 『水鏡』は奇談の内容そのものは『略記』からそ





























































































































































１５）小峯和明「 『水鏡』―仏法思想に基づく史観―」 （ 「 文学解釈と鑑賞」五四巻三号、一九八九年三月） 。
（
１６）日本古典文学大系『日本霊異記』に拠る。
（
１７）日本古典文学大系 今昔物語集
　
四』に拠る。
（
１８）河北騰著『水鏡全評釈』 （二〇一一年、笠間書院）一九二頁。
（
１９）金子大麓「水鏡総論 （ 『歴史物語講座
　
第五巻
　
水鏡』
一九九七年、風間書房）
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